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特
別
幹
事

会
計
監
査

同

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

安
倍
内
閣
退
陣
で
、
改
憲
・
社
会
保
障
・

労
働
法
制
の
改
悪
阻
止
！

〝
第
２
の
辺
野
古
〞と
呼
ば
れ

る
東
村
高
江
で
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
。無
抵
抗
の
住
民
を
屈
強

な
機
動
隊
が
次
々
と
強
制
排
除

す
る
様
子
は
見
る
に
堪
え
な
い

異
様
な
光
景
だ
。単
な
る
〝
暴

力
装
置
〞と
化
し
た
約
５
０
０

人
の
機
動
隊
員
は
、沖
縄
県
公

安
委
員
会
の
要
請
に
基
づ
き
、

東
京
、千
葉
、大
阪
な
ど
６
都
府

県
の
公
安
委
員
会
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。目
的
は

「
米
軍
基
地
移
設
工
事
等
に
伴

い
生
ず
る
各
種
警
備
事
業
へ
の

対
応
」と
さ
れ
て
い
る
が
、や
っ

て
い
る
こ
と
は
弾
圧
以
外
の
何

も
の
で
も
な
い
。そ
ん
な
機
動

隊
の
派
遣
費
用
に
県
警
分
だ
け

で
２
８
０
０
万
円
の
「
国
費
」

が
投
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事

実
が
佐
倉
市
議
の
情
報
公
開
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。他
の
県
警

も
同
額
程
度
と
考
え
る
と
総
額

は
２
億
円
近
い
。「
県
費
」で
は

な
く
「
国
費
」。と
い
う
こ
と
は
、

派
遣
を
決
め
た
の
は
県
で
は
な

く
国
？ 

国
が
知
事
の
頭
を
越

え
て
命
令
を
出
し
た
と
い
う

こ
と
？ 

も
は
や
「
戒
厳
令
」だ
。

し
か
も
、そ
の
高
額
な
血
税
で

機
動
隊
員
は
バ
カ
ン
ス
気
分
も

満
喫
し
て
い
る
と
い
う
。県
政

記
者
に
よ
れ
ば
、沖
縄
で
も
有

数
の
高
級
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て

い
る
機
動
隊
員
は
、空
い
て
い

る
時
間
は
広
い
ホ
テ
ル
の
敷
地

内
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ジ
ム
で
筋

ト
レ
、夕
方
か
ら
は
コ
ン
ビ
ニ

で
買
っ
た
ビ
ー
ル
を
グ
ビ
グ
ビ
。

戦
後
71
年
目
の
夏
。報
道
が
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｐ
解
散
ば
か
り
で
終
わ
る

の
は
あ
ま
り
に
酷
い
話
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
？　
　
　

  

（
ノ
リ
）

　

8
月
27
日
青
森
市
・
ア
ス
パ

ム
で
青
森
県
労
連
第
28
回
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
、19
組
織
・

代
議
員
44
名
、役
職
員
19
名
な

ど
69
名
が
参
加
し
ま
し
た
。来

賓
と
し
て
初
め
て
民
進
党
と
社

民
党
か
ら
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

16年度役員体制 ～よろしくお願いします～

ガンバロウ三唱する参加者

選挙情勢を報告する小田川議長

　

奥
村
議
長
は
、参
院
選
挙
の

取
組
み
に
ふ
れ
、野
党
統
一
の

田
名
部
さ
ん
の
当
選
に
県
労
連

が
寄
与
し
た
こ
と
を
評
価
、改

憲
阻
止
・
戦
争
法
廃
止
の
た
め

に
衆
院
選
挙
で
の
野
党
共
闘
の

重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
全
労
連
渡
辺
事

務
局
次
長
に
続
い
て
、参
院
選

挙
で
当
選
し
た
田
名
部
さ
ん
が

選
挙
の
お
礼
と
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
決
意
を
述
べ
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。共
産
党
か

ら
畑
中
県
委
員
長
、社
民
党
か

ら
三
上
代
表
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

檜
山
事
務
局
長
が
運
動
方

針
案
と
決
算
・
予
算
案
、全
労

連
共
済
青
森
支
部
の
決
算
・
予

奥
村　

榮
（
私
教
連
・
再
）

今　

正
則
（
幹
事
会
・
再
）

立
柳
作
之
進
（
県
国
公
・
再
）

田
村
儀
則
（
高
教
組
・
再
）

柳
谷
政
志
（
東
青
労
連
・
再
）

檜
山
康
博
（
幹
事
会
・
再
）

工
藤
詔
隆
（
医
労
連
・
再
）

石
川
隆
二
（
弘
大
職
組
・
新
）

鎌
田
貞
孝
（
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

工
藤
正
秋
（
コ
ー
プ
あ
お
も
り
労
組
・
再
）

工
藤
雅
司
（
県
教
組
・
再
）

佐
藤
倖
造
（
中
弘
南
黒
地
区
労
連
・
再
）

佐
藤　

武
（
下
北
地
区
労
連
・
再
）

高
橋
保
文
（
自
治
労
連
・
再
）

千
代
谷
邦
弘
（
年
金
者
組
合
・
再
）

原
子
則
光
（
上
十
三
地
労
連
・
再
）

福
井
啓
一
（
県
国
公
・
再
）

水
島
康
雄
（
西
北
五
地
区
労
連
・
再
）

山
田
優
一
（
三
八
地
労
連
・
再
）

田
中
清
治
（
幹
事
会
・
再
）

井
筒
信
之
（
医
労
連
・
再
）

菅
原　

淳
（
県
国
公
・
新
）

　

　

13
名
が
方
針
案
を
補
強
す
る

立
場
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
終
了
後
、役
員
選
挙
が
あ

り
奥
村
議
長
・
檜
山
事
務
局
長

な
ど
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。最

後
に
大
会
宣
言
と
「
改
憲
阻

止
、戦
争
法
廃
止
、自
衛
隊
の
南

ス
ー
ダ
ン
派
遣
を
阻
止
し
よ

う
！
」の
特
別
決
議
を
採
択
し

て
終
了
し
ま
し
た
。

 

13
名
の
発
言
内
容

伊
藤
代
議
員
（
県
国
公
）

　

賃
下
げ
違
憲
訴
訟
、社
保
庁

の
分
限
免
職
撤
回
訴
訟
、労
働

法
制
改
悪
反
対
の
街
宣
・
署
名

活
動
の
継
続
的
取
組

川
村
代
議
員
（
医
労
連
）

　

医
労
連
の
ベ
ア
要
求
に
こ
だ

わ
っ
た
16
春
闘
の
取
組
み
と
健

生
労
組
・
民
医
労
の
一
時
金
の

上
乗
せ
回
答
の
獲
得

神
代
議
員
（
自
治
労
連
）

　

人
員
増
と
非
正
規
か
ら
正
規

労
働
へ
の
転
換
、配
偶
者
の
扶

養
手
当
削
減
な
ど
の
人
事
院
勧

告
反
対
の
取
組
み
と
自
治
体
労

働
者
の
戦
争
反
対
の
決
意

酒
田
代
議
員
（
上
十
三
地
労

連
）

　

今
年
初
め
て
参
院
選
挙
か
ら

実
施
さ
れ
た
18
歳
選
挙
権
に
つ

い
て
、本
県
な
ど
の
高
校
生
の

政
治
活
動
へ
の
介
入
の
実
態
を

告
発

野
崎
代
議
員
（
西
北
五
地
区
労

連
）　

　

か
つ
て
な
い
参
加
者
で
成
功

さ
せ
た
地
区
労
連
定
期
大
会
、

戦
争
法
廃
止
を
掲
げ
た
５
千
㎞

を
こ
え
る
流
し
宣
伝
、原
水
禁

運
動
、大
間
原
発
反
対
現
地
集

会
な
ど
の
取
組
み

松
本
代
議
員
（
弘
大
職
組
）　

　

年
俸
制
と
業
績
給
の
導
入
、

非
正
規
労
働
へ
の
転
換
と
人
員

削
減
の
攻
撃
、直
接
選
挙
制
の

廃
止
、大
学
予
算
の
削
減
、組
織

拡
大
の
具
体
的
取
組
み

高
松
代
議
員
（
高
教
組
）

　

１
年
５
か
月
に
わ
た
る
組
織

拡
大
の
取
組
み
、１
人
分
会
か

ら
出
発
、昨
年
５
名
、今
年
３
名

拡
大
、そ
の
極
意
は
「
相
手
を

選
ば
ず
働
き
か
け
る
こ
と
」

新
岡
代
議
員
（
三
八
地
労
連
）

　

年
金
３
０
０
０
万
署
名
の
取

組
み
不
足
、マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
学
習
の
重
要
性
、昨
年

結
成
し
た
八
戸
市
営
バ
ス
労
組

の
活
動

新
里
代
議
員（
コ
ー
プ
あ
お
も
り
）

　

組
合
結
成
25
周
年
を
記
念
し

て
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
の
購
入
、

職
場
は
慢
性
的
な
人
員
不
足
、

退
職
者
が
多
い
、人
事
考
課
制

度
は
労
働
者
の
連
帯
を
破
壊

鎌
田
幹
事
（
ひ
だ
ま
り
）

　

委
員
長
に
就
任
し
21
か
月
、

26
経
営
者
と
団
交
を
実
施
、今

月
は
６
名
加
入
、近
年
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
が
多
い

佐
藤
幹
事
（
中
弘
南
黒
地
区
労

連
）

　

さ
く
ら
園
分
会
で
の
非
正
規

か
ら
正
規
へ
の
任
用
替
え
、ひ

ま
わ
り
労
組
の
過
半
数
分
会
へ

の
取
組
み
、地
区
労
連
幹
部
の

若
い
世
代
へ
の
交
代

柳
谷
副
議
長
（
東
青
労
連
）

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
本

質
を
つ
か
む
学
習
の
必
要
性
、

株
の
運
用
の
危
険
性

新
岡
代
議
員
（
三
八
地
労
連
）

　

舘
鼻
朝
市
で
の
戦
争
法
廃
止

の
２
０
０
０
万
署
名
の
取
組
み

算
案
を
提
案
し
ま
し
た
。檜
山

事
務
局
長
は
、戦
争
法
廃
止
や

参
院
選
挙
の
取
組
み
、生
活
改

善
の
春
闘
・
秋
闘
の
た
た
か
い
、

最
賃
の
大
幅
引
き
あ
げ
の
た
め

の
7
年
ぶ
り
の
生
計
費
調
査
の

取
組
み
、労
働
相
談
か
ら
の
組

織
拡
大
等
に
ふ
れ
、県
労
連
運

動
の
い
っ
そ
う
の
強
化
を
訴
え

ま
し
た
。

お礼と決意を述べる田名部さん

あいさつする奥村議長提案する檜山事務局長
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第310回
まちがい
さがし

最
低
生
計
費
で

記
者
会
見

東
北
六
魂
祭
に
友
人

と
出
か
け
ま
し
た
。
風
雨
の
中

で
し
た
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ

う
と
奮
闘
す
る
竿
燈
の
演
技
に

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
六
県
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
素
敵

で
し
た
。
経
費
の
都
合
で
来
年

か
ら
は
出
来
な
い
と
か
―
。

（
都
谷
森
孝
子
・
年
金
者
組

合
）

本
当
に
久
し
ぶ
り

に
応
募
し
ま
し
た
。
で
も
今
回

は
が
ん
ば
り
ま
し
た
よ
。
（
宮

川
梅
子
・
年
金
者
組
合
）

毎
日
暑
い
で
す
ね
�

陸自第５普通科連隊
南スーダン派遣反対

8・15青森平和集会

り
ま
せ
ん
。
東
京
の
最
賃
は
25

円
引
き
上
げ
ら
れ
て
９
３
２
円

と
な
り
、
格
差
は
２
１
６
円
で

年
々
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

都
市
と
地
方
の
賃
金
格
差
の
拡

大
は
、
労
働
力
の
流
出
と
な
り

　

青
森
地
方
最
賃
審
議
会
は
８

月
23
日
、
最
低
賃
金
を
時
給
21

円
引
き
上
げ
て
７
１
６
円
と
す

る
こ
と
を
青
森
労
働
局
長
に
答

申
し
ま
し
た
。

　

21
円
の
引
き
あ
げ
は
24
年

ぶ
り
で
す
が
、
２
０
１
０
年

の
「
で
き
る
か
ぎ
り
早
期
に

全
国
最
低
８
０
０
円
を
確
保

し
、
景
気
状
況
に
配
慮
し
つ
つ

２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国
平
均

１
０
０
０
円
を
目
指
す
」
と
す

る
政
労
使
合
意
に
は
ほ
ど
遠

い
も
の
で
す
。
政
府
の
毎
年

３
％
の
引
き
あ
げ
方
針
で
は

１
０
０
０
円
に
達
す
る
の
は

２
０
２
３
年
に
な
り
ま
す
。

　

21
円
の
引
き
あ
げ
で
は
、
月

１
７
３
・
８
時
間
働
い
た
と
し

て
も
年
収
１
４
９
万
円
し
か
な

ね
ぶ
た
も
花
火
大
会
を
残
し
て

終
わ
り
ま
し
た
。
期
間
中
、
お

天
気
で
よ
か
っ
た
！
よ
か
っ

た
！
ね
ぶ
た
が
終
わ
る
と
、
も

う
秋
で
す
ね
。
一
年
の
早
い
こ

と
。
ま
た
一
年
歳
を
と
り
ま

す
。
（
長
内
幸
子
・
建
交
労
家

族
）

10
分
か
か
�
た

最
後
の
間
違
い
さ
が
し
１
個
。

６
つ
は
１
分
以
内
に
わ
か
っ
た

の
に
。
人
間
の
目
は
簡
単
に
騙

さ
れ
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。

（
下
山
智
裕
・
弘
大
職
組
）

こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た

図
書
券
は
、
生
ま
れ
た
子
ど
も

の
絵
本
に
使
お
う
か
と
思
い
ま

す
。
（
相
馬
貴
之
・
健
生
労

組
）

楽
し
い

職
場
で
す
。
引
っ
越
し
す
る
こ

と
に
な
り
忙
し
い
で
す
。
明
る

い
職
場
で
す
。
（
成
田
夏
彦
・

年
金
者
組
合
）

７
月
10
日
投
票
の

参
院
選
で
は
、
32
の
１
人
区

で
、
28
で
各
党
の
比
例
代
表
の

合
計
票
上
回
り
、
11
議
席
を
獲

得
し
た
。
「
野
党
は
共
闘
」
を

合
言
葉
に
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い

は
あ
っ
た
が
と
も
か
く
共
闘
を

第
一
に
が
ん
ば
っ
た
。
こ
の
教

訓
を
総
選
挙
に
結
び
つ
け
て

「
ア
ベ
セ
イ
ジ
」
に
幕
を
降
ろ

そ
う
。
（
長
内
一
・
建
交
労
）

朝
４
時
頃
家
を
出
て

ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
出
か
け
一
周

し
て
か
ら
、
わ
く
わ
く
広
場
か

ら
縄
文
湿
地
へ
と
２
時
間
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
続
け
て
い
ま
す
。

（
建
交
労
・
中
村
龍
平
）　

　

県
九
条
の
会
な
ど
の
12
団
体

は
、
「
戦
争
法
廃
止
！
憲
法
改

悪
は
許
さ
な
い
！
８
・
15
青
森

平
和
集
会
」
を
青
森
市
の
青
森

駅
前
公
園
で
開
催
し
、
青
森
市

民
な
ど
１
１
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
県

九
条
の
会
の
金
澤
茂
共
同
代
表

は
、
参
議
院
選
挙
で
改
憲
勢
力

が
３
分
の
２
を
占
め
た
こ
と
に

触
れ
「
憲
法
を
死
に
物
狂
い
で

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、

「
野
党
共
闘
が
一
定
の
成
果
を

挙
げ
、
今
後
の
運
動
に
希
望
と

展
望
を
与
え
た
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
政
党
か
ら
民
進
党

の
升
田
世
喜
男
衆
院
議
員
、
日

本
共
産
党
の
高
橋
千
鶴
子
衆
院

議
員
、
社
民
党
青
森
県
連
合
の

会
終
了
後
、

青
森
市
内
を

パ
レ
ー
ド

し
、
「
憲
法

改
悪
絶
対
反

対
！
」
「
世

界
に
誇
れ
る

憲
法
９
条
守

ろ
う
！
」

「
誰
の
子
供

も
殺
さ
せ
な

い
」
な
ど
と

コ
ー
ル
し
ま

し
た
。

審議会で意見陳述する「ひだまり」の鎌田委員長

記者会見する奥村議長

高橋衆院議員を先頭に行進

　

県
労
連
は
８
月
16
日
、
最
低

生
計
費
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
の
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。
調
査
は
、
今
春
、
東
北
各

県
労
連
の
組
合
員
等
を
対
象
に

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
６
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
国
内
経
済
を
再
生
す

る
た
め
に
は
最
賃
の
大
幅
引
き

上
げ
と
社
会
保
障
費
の
拡
充
が

不
可
欠
で
す
。

三
上
武
志
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ

改
憲
阻
止
を
訴
え
ま
し
た
。
集

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
10
月
15
日

●
発
表
＝
11
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
310
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
308
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
織
姫
の
前
髪
②

棚
の
高
さ
③
中
央
下
の
笹
飾

り
④
右
下
の
花
の
笹
飾
り
⑤

ひ
ょ
う
た
ん
型
の
飾
り
⑥
女

性
の
持
つ
短
冊
の
長
さ
⑦
男

性
の
た
も
と

《
当
選
者
》
９
通
の
応
募
で

持
ち
物
調
査
を
行
い
、
６
月
に

各
県
庁
所
在
地
で
価
格
調
査
を

実
施
、
最
低
生
計
費
を
試
算
し

た
も
の
で
す
。
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
青
森
市
で
25
歳
単
身
男

性
が
生
活
す
る
の
に
必
要
な
最

低
生
計
費
は
、
時
給
１
２
４
３

円
、月
収
21
万
６
０
８
３
円（
税

金
、
社
会
保
険
料
含
む
）
と
な

り
、
現
行
の
最
賃
６
９
５
円
と

は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
最

低
の
生
活
を
営
む
に
し
て
も
最

低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が

し
た
。
当
選
者
は

次
の
方
々
で
す
。

宮
川
梅
子
（
年
金

者
組
合
）
、
原
幸

子
（
年
金
者
組

合
）
、
長
内
幸
子

（
建
交
労
家
族
）
、

相
馬
貴
之
（
健
生

労
組
）
、
長
内
一

（
建
交
労
）

青
森
県
の
最
賃
７
１
６
円

東
京
と
２
１
６
円
、
格
差
拡
大

人
口
が
減
少
し
地
方
の
衰
退
を

加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
格
差
を

解
消
す
る
た
め
に
は
Ａ
〜
Ｄ
の

４
段
階
の
ラ
ン
ク
付
け
を
や
め

て
世
界
水
準
で
あ
る
全
国
一
律

最
賃
制
度
を
確
立
す
べ
き
で

す
。
ま
た
、
中
小

零
細
企
業
に
対
し

て
公
的
援
助
を
抜

本
的
に
拡
充
す
べ

き
で
す
。
フ
ラ
ン

ス
は
中
小
企
業
が

負
担
す
る
社
会
保

険
料
な
ど
に
２
兆

円
を
超
え
る
公
的

支
援
を
し
て
最
賃

制
度
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

個
人
の
消
費

は
、
国
内
総
生
産

求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
青
森
県
の
人
口

は
、
１
３
０
万
人
を

割
り
、
近
い
う
ち
に

１
０
０
万
人
を
割
り

込
む
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
人
口
流
出

の
大
き
な
要
因
と
し

て
、
賃
金
の
地
域
間

格
差
が
あ
り
、
東
京

な
ど
の
首
都
圏
と
の

格
差
解
消
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
生
活
で
き
る
最
低
賃
金

と
な
る
よ
う
、
青
森
労
働
局
に

も
提
出
し
て
い
ま
す
。


